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肝炎医療コーディネーター設置の方針について
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企画・進捗確認
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活動報告を繰り返す

以降、研修会→任命→名簿登録→
活動報告を繰り返す

H30年受講

【市町村担当者をコーディネーターに任命しない理由】
市町村担当者は、2～3年で担当者が異動してしまうこと、また担当者は肝炎対策だけではなくその他の感染症対策や
がん検診等様々な業務を行っているため、医療機関と同様にコーディネーターとして任命することは難しいと考える。
しかしながら、病院等との連携は必要であることから名簿を毎年度作成し連携強化を図る。 1
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肝炎医療コーディネーターの役割について

関係機関の橋渡し役

行政機関

・肝炎の検査や治療に関する情報提
供及び相談助言

・肝炎患者等を支援するための制度
や窓口の案内

・県又は市町村が実施する陽性者
フォローアップ事業に関する連携
・肝臓病教室等への参加 等々

医療機関

地域・職域

担い手：医師、看護師、医療事務等の保健医療関係者、医療SW等
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肝炎医療コーディネーターの養成状況について

肝疾患診療連携拠点病院
（弘大医学部附属病院）

肝疾患専門医療機関
（6圏域に10医療機関）

要綱（※1）制定時（H30.4.1）

H30.6.13 県主催の養成研修
↓

20名を認定

肝疾患診療連携拠点病院
（弘大医学部附属病院）

肝疾患専門医療機関
（6圏域に10医療機関）

H30.10.30付け要綱改正

県内の医療機関

H30.11.23 県・弘大共催の養成研修
↓

24名を認定

R1.6.19 県主催の養成研修
↓

19名を認定

※1 青森県肝炎医療コーディネーターの養成及び活用に関する要綱
※2 R1.10.26の県・弘大共催の養成研修修了者は、今後認定

63名のコーディネーターを養成
・肝疾患診療連携拠点病院・専門医療機関への設置100%達成。
・医療機関では、コーディネーターの「相談・助言」、「助成制度の案内」等の活動により肝炎患者への支援が充実。

＜養成対象＞

医師、看護師、医療事務等の保健
医療関係者、医療SW等

＜養成対象＞
医師、看護師、医療事務等の保健医療関係者、医療SW等
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１ 肝炎の検査や治療に関する情報提供及び相談助言

２ 肝炎患者等を支援するための制度や窓口の案内

３ 県又は市町村が実施する陽性者フォローアップ事業に関する連携

件数 連携先市町村 内容

数件 弘前市、大鰐町等 書類作成（弘大）

3 青森市 定期検査費用の助成

2 弘前市 申請方法について

件数 内容

71 助成制度について（医療費助成、定期検査費用助成、肝がん）

40 訴訟

30 治療について（薬、手術、定期検査の必要性）

25 医療機関について（通院中の医療機関について、専門医療機関等を案内）

14 病気について（B・C型肝炎、肝がん、感染経路等）

13 検査について（健康診断からの精密検査について）

8 日常生活について（汚物処理、運動、職場、食事）

2 生活支援（低所得者）

1 差別・偏見（医療従事者の対応）

13 その他（ワクチン、記録カード等について）

件数 内容

326 助成制度について（医療費助成）

1 身体障害者手帳（肝機能）申請案内

1 肝炎救済の訴訟に関する案内

肝炎医療コーディネーター（※）の活動実績（平成30年度）

※H30.6.13養成の20名+H30.11.23養成の24名＝44名
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内容

院内で情報提供（ポスター掲示、リーフレット設置、図書貸し出し等） （通年）

世界肝炎デーに院内で普及啓発（チラシ、ティッシュ配り）

県民公開講座にて啓発活動（ブース出展）

弘大病院主催「がんフェスティバル」参加

カルチュアロード出展

肝炎医療コーディネーター研修会開催（県主催、弘大病院主催）

指定医療機関リーフレット、チラシ配布

部署内（脳外科・形成外科）で、肝炎に係る情報共有を行った。

栄養サポートチーム院内勉強会開催（肝硬変患者の栄養治療について）

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業研修会へ参加

市町村等肝炎担当者研修会参加

院内検査で陽性患者の注意喚起（通年：週２～３件）

４ 肝臓病教室の参加

参加場所 内容

弘大病院 肝がん治療、肝臓病と日常生活、薬の正しい使い方、肝臓と食事について講演

県庁 第３２回県立中央病院肝臓病教室を開催

黒石市 肝炎県民公開講座へ参加

５ その他活動
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肝炎医療コーディネーターの更なる活躍を支える体制づくり

肝炎患者を社会全体で支える環境の実現

行政機関地域・職域

地域・職域、行政機関で肝炎患者等と直接触れ合う機会が多い実務者を対象に
肝炎に関する正しい知識を普及啓発し、（仮称）肝炎医療サポーターとして養成

事務職・保健師

衛生管理者

薬剤師

介護士

歯科医

肝炎医療コーディネーター

（仮称）肝炎医療サポーター （仮称）肝炎医療サポーター
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研修内容を整理し、地域・職域及び行政機関の実務担当者向けに
（仮称）肝炎医療サポーター養成研修会の実施を検討

市町村担当者研修会
（県主催）

県民公開講座
（県主催）

コーディネーター研修会
（県・弘大共催）


